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持続可能なスキー場運営を目指して

NPO法人四季の郷やくし 25VOL.

今年度のご報告 ～グリーンシーズン～

　少しずつ春めいてきた今日この頃ですが、会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか？
　薬師スキー場は昨年念願のペアリフトが完成し、今年が２年目のシーズンでした。
３月16日（日）が最終営業日の予定でしたが、奥只見丸山スキー場のオープンが延期（シル
バーラインの通行止め）されたため、３月20日～ 23日まで追加営業することにいたしま
した。大勢の方から「奥只見・薬師共通シーズン券」を購入いただいていること、11 月
下旬～５月上旬まで魚沼のスキーシーズンをつなげるため頑張ります。

　地元自治会、薬師・鳴倉コミ協、各施設の利用者団体など、大勢の皆様のご協力をい
ただき、毎年の環境整備事業およびスキー場の事前整備を行いました。９月１日はレー
シングの子供たちを含め、約 100 人の方からご協力をいただき、誠にありがとうござ
いました。

●環境整備事業
　・６月 9日（日）　内山林道や慈眼寺山の遊歩道、球場周辺等の草刈り
　・７月 21日（日）　内山林道や慈眼寺山の遊歩道、球場周辺等の草刈り
　・９月 1日（日）　薬師スキー場ゲレンデの一斉草刈り



次回会報発行６月予定

　12 月 21 日（土）のオープン予定でしたが、降雪が足りず、25 日（水）からオープンし
ました。年末年始そしてその後も昨年のような雪不足に悩まされることもなく、順調に
営業ができました。今年は初めての取り組みとして「下越アルペンスキー大会」を１月４,
５日に開催しました。参加者には喜んでいただいたものの、スキー学校の開校日とも重
なり、ゲレンデおよびリフトが非常に混雑したこともあり、今後は日程調整が必要です。
　薬師子供スキー教室も 200 人の子供たちが参加し、３月１日にカーニバルの松明滑降、
２日の修了式のタイムレースが無事終了しています。指導してくれたスキー学校の皆様、
毎週の送り迎えの保護者の皆様、お疲れ様でした。そして大変ありがとうございました。
また、カーニバルにご協賛、ご協力をいただきました市内各社および地元住民のみなさ
まにも御礼申し上げます。
　営業最終日の予定だった３月 16 日（日）には第 13 回 MIZUE CUP スキー大会が開催さ
れました。星瑞枝さんも２本の前走や練習会のコーチなどフル回転でのお手伝いありが
とうございました。
　そして、今年のビックニュースは高橋陸都く
んのインターハイ優勝でしょう。薬師スキー場
で小さい頃から練習し、高校はスキーの強豪校
関根学園で研鑽を積んだ魚沼市出身の陸都君に
はぜひオリンピック出場を期待しています。
　その他の湯之谷 JRC のみなさんも今年も好成
績続出でした。詳しくは近日 HP にまとめてアッ
プする予定です。ぜひご覧ください。

　今年は事務局の都合により会報が発行できず誠に申し訳ありませんでした。
そんな中でのお願いで恐縮ですが、別紙にあります通り、令和６年度の会費
納入がお済みでない方はぜひご協力をお願いします。また、すでに納入いた
だいている方については大変ありがとうございました。今後もよろしくお願
いします。

※�会費納入状況について間違いがあった場合にはお手数ですが下記までご連絡ください。
また、基本的には現金納入の方は手渡しで、お振り込みいただいた方には会報発行時に
会報と同封で「地粉十割そば試食券」をお渡ししています。

問い合わせ先:ＮＰＯ法人四季の郷やくし
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事務局
より

～スキーシーズン～

●そばの栽培
　今年は 1.7ha の面積でそばの栽培を行いました。昨年は酷暑の影響なのか約 500㎏と
収穫量が大分少なかったですが、今年は 1,100㎏とまずまずの収穫となりました。収穫
したそばはすべてゆ～パーク薬師のふきのとうで「地粉十割蕎麦」として皆様に提供し
ています。ぜひ食べてみてください。


